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　都心 25km 圏内に位置する千葉県鎌ケ谷市は、梨農園の原風景が表象空
間と言える。
　しかし、駅周辺に位置する梨農園は、住宅と農地が分断され、街に対し
て閉鎖的な環境である。
このように、周辺環境の変化に溶け込めない表象空間は消え行くことが予
想される。
　本計画は、鎌ヶ谷市の梨農園に再度目を向け、人々の暮らしと近い距離
に農業があるライフスタイルを提案し、改めて郊外都市に存在する農業の
価値を見いだす建築を創造する。
　コンセプトは「境界をつくり、境界をなくす建築」である。
　住宅と農地の境界部に緩衝材となる建築をつくり、相互関係を改善しな
がら人々が集う場所を創造する。
　直売所、道の駅、農業技術支援センターの３つの機能で建築を構成し、
改めて梨農園の風景をフィーチャーし、人々が自らの興味で活動を行う活
気ある風景をつくる。
　そして、街の表象は再び域をする。

　近年、待機児童が多い事が社会的な問題となっているが、量的な問題と
は別に保育所の環境についても疑問に思っている。保育所は子供の安全を
考えると閉鎖的な空間になりがちだが、子供の成長とは人との関わりで育
む者であると考える。震災の影響などで、人との繋がりを大切に考える人
達が増える中で、人との交流が出来る空間と自分の空間をもつ事が出来る
シェアハウスが注目されているが、この仕組みが、保育所の閉鎖的な空間
を変えるのに役立つと考えた。

　保育所の上階にシェアハウスを設け、保育士や保育に興味がある人に入
居してもらい、ボランティアやアルバイトで保育所を手伝ってもらう。保
育士の時間の有効活用や人手不足の解決の助けになると考え「子育てで繋
がるシェアハウス」を計画した。

　この街は再び「息」を吹き返すことができるのだろうか。そし
て新たな「域」を獲得できるのだろうか。ウイットに富んだ作者
の「意気」がかかる提案は、実に興味深いチャレンジであり、そ
のさわやかなドローイングと小気味良い応答に、多くの共感を得
た。さらに不思議な親近感を抱いたのは、私自身、梨園と隣接す
る自邸、鎌ヶ谷市に住んでいるというだけではない。建築などに
よる「物理的な境界」をつくり、人々が一般的に農業に抱いてい
る誤解や馴染みにくさの「精神的な境界」をなくすことを試みた
意欲的な提案だからである。
住と農の境界を曖昧にして、その境界部分に「緩衝帯としての多
様な空間」を提案し、コミュニティを溶け込ませている手法は見
事である。
　この案を進化させるためには、人体寸法に裏づけられた微細な
スケール感の表出に迫る必要がある。例えば、梨の木は葡萄の木
に似て、大人が背伸びすれば、木の上の樹海が広がり、かがむと、
木漏れ日を浴びる木の葉に抱かれる。「立てば樹上、座れば樹下、
樹海で繰り広げられる人々の交流の物語を綴りたい」。
　このような繊細なランドスケープに、もっと呼応する柔らかな
印象のデザインを施すとさらに魅力的な提案になっていくだろう。

（審査委員：鳴海 雅人）

　保育士や保育を志している人のためのシェアハウスと、保育所、
地域の子育て中の母親たちが集う育児支援のスペースを一つの建
物にまとめた計画である。保育施設に入れない待機児童が増え、
社会問題にもなっているが、行政が保育園等を増やしても保育士
をなかなか確保できないという現実がある。保育士の資格があっ
ても現場から離れてしまう人が多い事にもよるが、シェアハウス
という住居形式に住むことで、人を育てる事に繋がるとの意図も
あるとのこと。計画では、３つの機能は縦に積まれ、相互の建築
的なつながりは少ないので、自然に関わりが生まれるような工夫
があれば、もっと設計の意図が活かせたと思われる。また、設定
した敷地が広くないこともあり、園庭など屋外のスペースや地域
との干渉となるようなスペースがとれなかったことは残念である。

「子育てで繋がる」という点では、働く親同士の繋がりや子育てを
終えたシニア世代との繋がりもうまれるような計画であれば、もっ
と面白い建築になったと思う。「保育園とシェアハウス」という組
み合わせは、もっと多様に発展できる可能性があり、次へのきっ
かけとなるテーマではないか。

（審査委員：佐倉 桂）
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